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　村では、限られた人材を有効に活用し、村の重要政策や行政課題などに効果的に取り組むため、10月１日から組
織の一部見直しを行います。
　変更点は、次のとおりです。
①企画と都市計画、新庁舎建設などの重点政策を円滑に進めるため人事財政課内に「地域戦略室」を設置します。
②文化財を活用した観光振興や、農林業、商工業などの振興を加速化するため「観光・産業振興課」を設置します。
③�水道事業の大阪広域水道企業団との統合までに未徴収の上下水道料金を整理をするため施設整備課内に「滞納料
金整理室」を設置します。

〈問い合わせ〉人事財政課

　なお、滞納料金整理室は平成29年３月31日、地域戦略室は平成32年３月31日までの期限付きで設置します。

　

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
へ
の

統
合
を
見
据
え
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
滞
納
者

に
対
す
る
徴
収
を
本
格
化
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
未
納
と
な
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
は
督
促
状
、
催
告

状
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

納
入
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
給
水
停
止
な
ど
の

厳
し
い
措
置
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
必
ず
お
支
払
く
だ
さ
い
。

　

お
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

水道料金、下水道
使用料などの

滞納整理・給水停止
について

場　所 課　　名 主な業務内容

本 館 総務課
法規、契約、危機管理、消防防災、庁舎管理、広報・広聴、統計、
監査委員、選挙管理委員会、村税の賦課、村税の徴収、歳入歳出の
出納など

本 館
人事財政課 秘書、人事、給与、財政など

地域戦略室 企画、総合計画、都市計画、公共交通、新庁舎建設など

本 館 住民課 戸籍、住民登録、人権啓発、環境、清掃、公害、小吹台連絡所、国
民健康保険、後期高齢者医療保険、福祉医療、国民年金など

本 館 議会事務局 議会の議事、庶務など

別 館 観光・産業振興課 農林振興、商工振興、観光振興、文化財の活用など

別 館
施設整備課 土木、上水道、下水道など

滞納料金整理室 上下水道料金の徴収など

保 健
センター 健康福祉課

健康増進、母子保健、予防接種、国民健康保険診療所、地域福祉、
障がい福祉、高齢者福祉、介護保険、子育て支援、地域包括支援セ
ンターなど

くすのき
ホ ー ル 教育委員会事務局教育課 学校教育、幼稚園、社会教育、文化財の保存、学校給食など

役場の組織を一部変更します
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学
力
向
上
に
向
け
て
、学
校
・
家
庭
で
し
っ
か
り
と
学
習
を
！

　

４
月
19
日（
火
）に
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
小
学
校
】

　

国
語
・
算
数
の
「
知
識
」「
活
用
」
両
方

の
問
題
に
お
い
て
、
大
阪
府
の
平
均
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
国
語
」
で
は
、
読
む
能
力
と
書
く
能
力

の
問
題
の
正
答
率
が
低
く
、
特
に
ロ
ー
マ
字

の
習
得
や
自
分
の
考
え
を
書
く
記
述
式
の
問

題
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
算
数
」
で
は
、
繰
り
下
が
り
や
乗
除
法

に
関
し
て
誤
答
が
あ
り
、
基
本
を
し
っ
か
り

と
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。割
合
・

単
位
量
当
た
り
の
問
題
、
数
学
的
思
考
を
問

う
記
述
式
問
題
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
中
学
校
】

　

国
語
・
数
学
い
ず
れ
の
調
査
で
も
、
無
回

答
率
が
低
く
、「
知
識
」
で
は
大
阪
府
の
平

均
を
少
し
上
回
り
、
概
ね
全
国
平
均
同
様
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
国
語
」
で
は
、
書
く
能
力
が
よ
く
で
き

て
い
ま
し
た
。
読
む
能
力
に
、
少
し
課
題
が

見
ら
れ
た
も
の
の
、
正
答
率
は
国
や
大
阪
府

と
よ
く
似
た
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
数
学
」
で
は
、「
知
識
」
を
問
う
Ａ
問
題

は
よ
く
で
き
て
い
た
も
の
の
、「
活
用
」
を

問
う
Ｂ
問
題
は
正
答
率
が
下
が
り
ま
し
た
。

数
学
的
に
説
明
し
た
り
証
明
し
た
り
す
る
記

述
式
問
題
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
学
習
状
況
調
査
】

　

小
・
中
学
校
と
も
朝
食
を
し
っ
か
り
と
食

べ
、
就
寝
・
起
床
時
刻
が
決
ま
っ
て
い
る
規

則
正
し
い
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

昨
年
度
に
比
べ
改
善
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
例
年
課
題
と
な
っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
等

に
費
や
す
時
間
は
、
平
均
と
比
べ
小
学
生
は

少
な
い
で
す
が
、
中
学
生
は
多
い
で
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
で
は
、
学
校
の
授
業
時
間
以

外
の
学
習
時
間
に
つ
い
て
、
大
き
く
異
な
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
均
と
比
べ
て
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
が

少
な
い
小
学
生
に
比
べ
、
中
学
生
は
計
画
を

立
て
て
予
習
復
習
な
ど
を
行
う
と
答
え
た
者

も
多
く
、家
庭
で
の
学
習
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
学
力
向
上
に
向
け

て
、
基
礎
・
基
本
と
な
る
「
知
識
」
習
得
の

徹
底
と
、
自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
話
し
た

り
す
る
「
活
用
」
力
の
育
成
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
各
校
の
課
題

を
明
確
に
し
、学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課

平
成
28
年
度
　全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
調
査
結
果
概
要
に
つ
い
て

■主な目的　○�義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点か
ら、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分
析し、その改善を図る。
○�学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状
況の改善等に役立てる。

■調査対象　○小学６年生、中学３年生
■調査内容　①学力調査：小学校（国語、算数）中学校（国語、数学）

Ａ　主として「知識」に関する問題
Ｂ　主として「活用」に関する問題
②学習や生活の状況調査：�児童生徒アンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校アンケート

「平成28年度全国学力・学習状況調査」

職
種
・
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

①
事
務
職
上
級　

１
人
程
度

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
（
学
歴
不
問
）

②
幼
稚
園
主
任
教
諭　

１
人
程
度

　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を
有
し
、
平

成
29
年
３
月
31
日
時
点
で
幼
稚
園
（
認

定
こ
ど
も
園
で
の
幼
稚
園
業
務
を
含
む
）

に
お
い
て
、
15
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
人

③
幼
稚
園
教
諭　

１
人
程
度

　

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

幼
稚
園
教
諭
普
通
免
許
状
を
有
す
る
人

ま
た
は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人

試
験
日

第
１
次
試
験�

11
月
６
日（
日
）

受
付
期
間

10
月
３
日（
月
）～
24
日（
月
）の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他

•
�

試
験
内
容
や
詳
細
は
、
人
事
財
政
課

で
配
付
し
て
い
る
採
用
試
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

人
事
財
政
課

平
成
29
年
４
月
採
用

村
職
員
募
集

　

本
調
査
に
よ
り
測
定
で
き
る
の
は
学
力
の

一
部
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の

一
側
面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
を
充
分
に
踏

ま
え
て
本
調
査
の
結
果
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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金剛山の里　棚田夢灯り＆収穫祭2016

〈問い合わせ〉教育課　☎�1300

　

昨
年
、
４
千
人
が
来
場
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。

　

約
３
千
本
の
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
農
産
物
な
ど
の
販
売
や
、
村
立
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日（
土
）
午
後
２
時
～
７
時

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
13
日（
日
）

会
場　

下
赤
阪
の
棚
田
と
村
立
中
学
校

駐
車
場　

村
民
運
動
場
と
赤
阪
小
学
校
（
会
場
ま
で
送
迎
バ

ス
あ
り
）

○
出
店
者
追
加
募
集

　

３
店
舗
を
追
加
で
募
集
し
ま
す
（
出
店
内
容
に
よ
っ
て

は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
応
募
用
紙
・
誓
約

書
と
募
集
要
綱
は
、
観
光
・
産
業
振
興
課
窓
口
で
配
布
、
ま

た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
要
件　

村
内
在
住
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
村
内
事
業
者

（
名
義
貸
し
な
ど
は
不
可
）

募
集
期
間　

10
月
３
日（
月
）～
11
日（
火
）

応
募
方
法　

先
着
順
で
観
光
・
産
業
振
興
課
に
持
参
ま
た
は

（

�
１
８
８
０
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
観
光
・
産
業
振
興
課

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
お
願
い

　
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
で
は
「
金
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯
り

＆
収
穫
祭
」
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
不
用
品

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

売
上
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に

寄
付
し
ま
す
。

〈
提
供
先
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支
部

　

☎
�
０
５
２
８

プログラム
12：30～13：00 受付
13：00～13：15 開会式
13：15～13：30 準備運動
13：40～ 5.5㎞コース　スタート
13：50～14：20 ウォーキングデモンストレーション
14：30～ 3.0㎞コース　スタート
15：45～16：00 閉会式

ウォーキング大会
第３回千早赤阪村民スポーツフェスティバル

～スポーツを通じて広げよう村民の輪～
■日時　11月20日（日）午後１時　開会　※雨天中止（小雨決行）
■場所　千早赤阪村民運動場
■種目　ウォーキング
　　　　①5.5㎞コース（運動場－下赤阪棚田－森屋西口－寄手塚・身方塚付近－下赤阪棚田奥－運動場）
　　　　②3.0㎞コース（運動場－吉年集会所－東阪郵便局前－消防署千早赤阪分署－運動場）
■主催　千早赤阪村体育協会　　
■後援　千早赤阪村・千早赤阪村教育委員会
■協力　千早赤阪村スポーツ推進委員協議会
■申込み　10月20日（木）午前10時から教育委員会にて受付け開始
■当日参加　当日の申し込みは受け付けますが参加賞はありません。
　※気軽にウォーキングを体験してください。

ウォーキング大会

村制60周年記念
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

保　
　
　

険

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

送
付
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
は
、
10
月
31
日（
月
）が
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
簡
易
書
留
で
10

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
や
内
容
に

間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※�

旧
証
の
返
却
は
不
要
で
す
。
各
自
で
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

受
診
し
ま
し
た
か
？

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
～
74

歳
の
人
を
対
象
に
、
特
定
健
診
の
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、
大
阪
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
健
康
診
査

の
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

受
診
料
は
無
料
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な

い
人
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
自
身
の
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
や
、
総
合
的
な
健

康
状
態
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
積
極
的
に

利
用
し
て
健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
は
、
医
療
機
関
に
事
前
に
電
話

な
ど
で
確
認
し
て
、
被
保
険
者
証
と
受
診
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
人
は
、
再
発
行
で

き
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

医
療
費
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
費

の
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
通
知
の
内
容

受
診
年
月
・
医
療
機
関
名
・
診
療
区
分
・
受

診
日
数
・
医
療
費
の
総
額
な
ど

医
療
費
通
知
の
送
付
時
期

•

村
国
民
健
康
保
険

　

年
６
回
（
奇
数
月
）

•

後
期
高
齢
者
医
療

　

年
３
回
（
５
・
８
・
12
月
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

上
下
水
道

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
の

お
知
ら
せ

　

村
で
は
、計
量
法
に
基
づ
い
て
、水
道
メ
ー

タ
ー
を
８
年
以
内
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
替
え
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し

た
上
で
、
村
が
委
託
し
た
指
定
給
水
装
置
工

事
業
者
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
訪
問
し
、

作
業
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
で

料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の

水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

　

本
村
の
水
道
事
業
は
平
成
29
年
４
月
か

ら
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
が
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
、
水
道
に
関
す
る
窓
口
の
場
所
な

ど
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、健
全
な
経
営
に
努
め
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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と
が
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
レ
る
」
子
ど
も
に
つ

な
が
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
の
調
査
（
２
０
１
５
）
で
は
、
な
ん
で
も

な
い
の
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
「
よ
く
あ

る
」「
と
き
ど
き
あ
る
」と
答
え
た
子
ど
も
は
、

午
後
一
一
時
ま
で
に
寝
る
子
で
二
八
・
五
％
、

午
前
二
時
ま
で
に
寝
る
子
で
、
実
に
四
七
・

五
％
で
す
。
や
は
り
、
早
寝
早
起
き
は
大
切

で
す
。他
に
も
、情
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
、

脳
の
前
頭
前
野
の
活
性
が
重
要
と
の
こ
と
で

す
。
こ
ち
ら
も
、
外
で
元
気
に
遊
ぶ
と
活
発

に
な
り
、
発
達
す
る
そ
う
で
す
。
小
学
校
で

朝
か
ら
汗
だ
く
に
な
っ
て
遊
ん
だ
り
、
夏
休

み
に
早
朝
か
ら
虫
取
り
に
行
っ
た
り
し
た
の

は
、
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
足
を
も
い
で

し
ま
っ
た
り
、
飼
育
箱
で
大
切
に
飼
っ
た
り

し
た
日
常
の
触
れ
合
い
は
、
生
命
を
尊
ぶ
原

体
験
で
し
た
。

　

昨
今
、
夜
中
の
公
園
で
多
く
の
人
が
青
白

く
顔
を
照
ら
す
、
ま
る
で
幽
霊
の
溜
ま
り
場

の
よ
う
な
光
景
を
、
面
白
お
か
し
く
テ
レ
ビ

が
紹
介
し
て
い
ま
す
。
同
じ「
虫
取
り（
？
）」

で
す
が
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
前
頭
前
野
、
生
命

な
ど
、
ど
う
説
明
を
す
れ
ば
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
か
。

小
う
る
さ
い
よ
う
で
す
が
、
虫
取
り
は
、
で

き
れ
ば
早
朝
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
教
員
免
許

状
更
新
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
今
、
教
員
免

許
は
十
年
毎
の
更
新
が
必
要
で
、
夏
休
み
期

間
を
中
心
に
、酷
暑
の
中
、三
万
円
を
支
払
っ

て
三
〇
時
間
の
講
習
と
試
験
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
己
紹
介
で
は
「
こ
の
夏

の
楽
し
み
」
な
ど
も
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、「
山
の
日
を
含
め
た
、
こ
こ
し
か
休

み
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
都
合
、
夏
休
み

は
こ
れ
で
終
わ
り
…
」
と
の
声
も
。

　

私
の
担
当
す
る
講
習
は
、
ま
す
ま
す
重
視

さ
れ
る
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
連
携
が

テ
ー
マ
で
す
。
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
、
小
学
校
等
の
先
生
方
が
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
、
討
議
を
し
た
り
、
協
働
で
作
品

を
創
っ
た
り
し
ま
す
。「
た
ん
け
ん
」
で
は
、

屋
外
で
の
活
動
も
し
ま
す
。
大
量
の
ダ
ン
ゴ

ム
シ
の
す
み
か
や
、
セ
ミ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
、
普
段
、
見
過
ご
す
場
所
に
、
驚
き
の
発

見
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
、
未
だ
暗
い

う
ち
か
ら
カ
ブ
ト
ム
シ
を
取
り
に
行
っ
た
、

あ
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

さ
て
、
早
朝
の
虫
取
り
は
、
や
が
て
朝
日

が
昇
る
と
終
え
た
も
の
で
す
。
朝
日
と
い
う

の
は
何
だ
か
爽
や
か
で
す
。
こ
の
と
き
脳
で

は
、
人
の
気
分
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
日
光
や
運
動
が
不
足
す
る
こ

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊶

「
虫
取
り
」は
早
朝
に
！

佐
久
間
敦
史

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

申
請
を

　

広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
ま
だ

余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
中
に
設
置

予
定
の
人
（
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

に
設
備
工
事
完
了
で
き
る
人
）
は
、
早
め
に

交
付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
は
、
下
水
道
処
理
区
域
外
お
よ

び
下
水
道
計
画
区
域
内
で
あ
っ
て
も
整
備
が

大
幅
に
遅
れ
る
地
域
で
す
（
事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

補
助
金
額

•

５
人
槽　
　
　
　
　
　
　
　

91
万
８
千
円

•

６
～
７
人
槽　
　
　
　

１
０
２
万
１
千
円

•

８
～
10
人
槽　
　
　
　

１
２
４
万
２
千
円

※�

現
在
の
補
助
金
額
は
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
が
失
効
す
る
平
成
33
年
３

月
31
日（
水
）ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

福
祉
医
療

障
が
い
者
医
療
証
・
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
証
の
更
新
手
続
き
を

　

現
在
交
付
し
て
い
る
「
障
が
い
者
医
療
証

（
鶯
色
）」「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
（
水
色
）」

の
有
効
期
限
は
10
月
31
日（
月
）で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
更
新
手
続
き
の
場
所
や
必

要
な
も
の
を
記
載
し
た
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
は
、
10
月
31
日（
月
）に
住
民

課
福
祉
医
療
窓
口
ま
た
は
小
吹
台
連
絡
所
で

行
い
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
11
月
１
日
か
ら
医

療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

所
得
制
限
に
よ
り
更
新
で
き
な
い
場
合

や
、
新
た
に
受
給
資
格
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
障
が
い
者
医
療
費
助
成
対
象
者

　

65
歳
未
満
で
①
～
③
の
人

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　

②
重
度
知
的
障
害
者

　

�

③
中
度
知
的
障
害
者
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
者

　

�

①
18
歳
未
満
の
児
童
及
び
18
歳
に
達
し
た

日
か
ら
そ
の
日
以
降
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童

　

②
①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母

　

�

③
父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を
養
育
す
る

養
育
者

　

申
請
に
必
要
な
も
の
や
助
成
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
福
祉
医
療
）
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

子　

育　

て

10
月
は
児
童
手
当
の

支
払
い
月
で
す

　

６
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を

10
月
11
日（
火
）に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
し

て
い
る
人
は
、
口
座
へ
の
入
金
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
月
額

•

０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）
１
万
５
千
円

•

３
歳
～
小
学
校
修
了
前　
　
　
　

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

•

中
学
生
（
一
律
）　　

　
　
　

１
万
円

•
�

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人　

特
例
給
付

と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き
（
一
律
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
円

※�

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒
業
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
養
育
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、

３
番
目
以
降
を
い
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、
受
給
者
が

退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や
世
帯
で
の
生
計

中
心
者
が
変
更
（
離
婚
・
婚
姻
・
所
得
の
増

減
な
ど
）
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
の

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈10月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

４ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

５ 水 午前10時～10時30分

地域子育て支援センター

げんき親子体操

６ 木 午前10時30分～ 新聞あそび

13 木 午前10時30分～ ワークショップ

14 金 ★ 午前９時～午後１時10分 金剛山（ロープウェイ利用）

バスでおでかけ（金剛登山）
費用　バス代200円
　　　ロープウェイ代　大人　650円
　　　　　　　　　　子ども320円
持ち物　シート、水筒、おにぎり
服装　帽子、動きやすい服、
　　　履き慣れた靴

18 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

19 水 午前10時30分～11時

地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

26 水 ★ 午前11時30分～正午
お試しランチ
費用　１人200円
持ち物　エプロン（必要な人 )

今月の一押し　�　バスでおでかけ　�みんなで、金剛登山を楽しみませんか。ロープウェイで途中まであがります。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。

　　　親子で手作りなど日程が未定の行事があります。

平
成
28
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
７
期
（
10
月
分
）
の
納
期
限
は
、
10
月
31
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
10
月
25
日（
火
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

7



《千早赤阪メモリアルパークでお墓を建てよう！！》

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？
実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、
お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。
『千早赤阪メモリアルパーク』は１聖地 永代使用料 26万円より。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

この機会に『千早赤阪メモリアルパーク』にお墓をお引越ししませんか？

税

村
税
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
が
利
用
で
き
る
の
は
、
村
・
府

民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
の
納
付
で
す
。

　

各
税
金
の
納
期
限
に
自
動
で
引
き
落
と
し

を
す
る
た
め
、
金
融
機
関
に
行
く
必
要
が
な

く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
な
口

座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
お
手
続
き
は
金
融
機
関
な
ど

に
て
取
り
扱
い
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
納
税
通
知
書

　

�

口
座
振
替
依
頼
書
（
役
場
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。
郵
送
し
ま
す
。）

○
取
扱
金
融
機
関

　

�

三
井
住
友
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
近
畿
大

阪
・
り
そ
な
の
各
銀
行
、
大
阪
南
農
業
協

同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

※�

納
期
ご
と
に
振
り
替
え
る
「
期
別
」
と
全

期
分
を
一
括
で
振
り
替
え
る「
全
期
前
納
」

が
選
べ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

村
・
府
民
税
３
期
分
の
納
税
は

10
月
31
日
ま
で
に

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
１
・
２
期
分
、
固
定

資
産
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る

場
合
は
、
あ
わ
せ
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

　次の建築物の耐震診断・設計・改修・除却工事費用の一部を補助します。
　平成28年度中に補助金の活用を希望する場合は、事前に相談してください。
補助対象建築物　昭和56年５月31日以前に建築された建築物
補助内容

〈問い合わせ〉地域戦略室

建築物の種類 補助の項目 補助の内容

木 造 住 宅

耐震診断費
耐震診断費用の９／10の額または一戸あた
り４万５千円のいずれか低い金額

耐震設計費
耐震改修設計費用の７／10の額または一戸
あたり10万円のいずれか低い金額

耐震改修費
一戸あたり40万円（定額）
ただし、耐震改修工事費が定額未満である
場合は、当該工事費の額

除　却　費
一戸あたり40万円（定額）
ただし、除却工事費が定額未満である場合
は、当該工事費の額

非木造住宅 耐震診断費
耐震診断費用の１／２の額または一戸あた
り２万５千円のいずれか低い額

住宅の耐震化に補助金の活用を

オータムジャンボ宝くじの収
益金は、市町村の明るく住
みよいまちづくりに使われま
す。	 ※売切れ次第発売終了！

発売期間：９月26日（月）
～10月14日（金）

（公財）大阪府市町村振興協会
☎06(6941)7441

1枚
300円
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健　
　
　

康

あ
そ
び
の
教
室（
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
）

参
加
者
募
集

　

１
歳
半
か
ら
２
歳
代
の
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
、
親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
教
室
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
少
し
ず
つ
集
団
に
慣
れ
て

人
と
の
関
わ
り
方
を
覚
え
て
い
く
大
事
な
時

期
で
す
。
身
体
を
使
っ
て
親
子
で
い
っ
ぱ
い

遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
10
日･

17
日･

24
日

12
月
１
日･

８
日･

15
日
（
全
日
木
曜
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
な
ど

対
象　

①
初
め
て
参
加
さ
れ
る
人
〈
１
歳
６

か
月
か
ら
３
歳
未
満
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
〉
②
２
回
目
以
降
の
人
〈
調
整
会
議
で
決

定
し
ま
す
〉

定
員　

15
組
程
度
（
送
迎
や
き
ょ
う
だ
い
の

同
伴
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

費
用　

無
料

受
付　

10
月
3
日（
月
）～
21
日（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
歯
磨
き
の
状
況
や
口
の
中
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で

す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま

し
ょ
う
。

栄
養
・
運
動
の
お
さ
ら
い

「
教
室
の
ま
と
め
」

栄
養
講
義

普
段
の
食
生
活
を
振
り
返
っ
て

運
動
実
技

健
康
な
毎
日
を
送
れ
る
た
め
の
運
動
と
は

日
時　

10
月
18
日（
火
）　　

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
～
64
歳
の
人

定
員　

 

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

費
用　

 

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円

申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
、
ま
た

は
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

１
コ
ー
ス
７
回
の
講
座
で
す
が
、
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

で
す
。

※�

コ
ー
ス
内
容
は
広
報
６
月
号
と
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

対
象　

①
65
歳
以
上
と
、
②
60
歳
～
64

歳
で
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
が

い
の
あ
る
人
の
う
ち
、
接
種
を
希
望
す

る
人

期
間　

10
月
１
日（
土
）～
平
成
29
年
１

月
31
日（
火
）ま
で

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪
村
・

富
田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・
大
阪

狭
山
市
）

※�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

費
用　

１
千
円
（
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。）

備
考　

•
�

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

•
�

事
前
に
予
約
な
ど
医
療
機
関
へ
確
認

く
だ
さ
い
。

•
�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

•
�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉

課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

•
�

指
定
医
療
機
関
以
外
の
施
設
に
入
所

中
ま
た
は
病
院
に
入
院
中
の
人
は
相

談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う

ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間　

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
28
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②�

平
成
28
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
に
相
当
す
る
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③�

平
成
28
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健
康
診
査
な
ど
に
お

い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常
が
あ
る
人

内
容　

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で
次
の
項
目
に
つ
い
て
検

査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

平
成
29
年
３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平

成
28
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個
別
郵
送
し

た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・
受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち

の
人
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）　

　近年、39歳以下の日本人女性で子宮頸がんの発病や死亡が増えています。
　子宮頸がんは、女性なら誰でもかかる可能性のある病気で、実は20～30歳代の若い女性では、乳がんにつ
いで多いがんです。
　村では一人でも多くの人にがん検診を受診していただけるようにすべての検診を無料化しています。
　まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。
●対象者
　受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人
　※昨年度受診していない場合は偶数年生まれでも受診できます。
●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）	
　電話または窓口にて、保健センターで申し込みを受け付けします。
　集団検診を申し込みされた人には各検診日の約2週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
　個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。
●集団検診（実施場所：保健センター）　※定員になり次第締め切ります。

　※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。
●個別検診【検診実施期間：平成29年3月31日（金）まで】
　下記の医療機関で受診できるため、仕事や学校帰りなどご自身のライフスタイルに応じた受診が可能です。

　他のがん検診についての詳細は広報９月号またはＨＰをご覧ください。
〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・�0081（代表）

子宮頸がん検診

検　診　日 10月７日（金）・11月９日（水）の午後
当日受付時間 午後1時30分～３時
定　　　　員 各55人
内　　　　容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

子宮頸がん個別検診
実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック

澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内　　　　容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診
（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

子宮頸がん検診を受けましょう

10



　予防接種法の改正により、10月１日から「Ｂ型肝炎ワクチン」が定期予防接種に追加されました。
　村では、ワクチンで防げる病気を予防し、大切な子どもの命と健康を守るために任意予防接種の助成を行ってい
ます。「Ｂ型肝炎ワクチン」の定期接種移行に伴い、感染防止をさらに強化するため、村独自に従来０～２歳未満
児に行っていた任意予防接種費用の助成拡大を行います。（任意予防接種には接種努力義務はありません。）

小学６年生までの「B 型肝炎ワクチン費用助成」を行うのは、全国初です！！

〈問い合わせ〉健康福祉課（健康）

◦Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎ウイルスの感染により起こる肝臓の病気です。
◦	Ｂ型肝炎ウイルスへの感染は、一過性の感染に終わる場合と、そのまま感染している状態が続いてしまう場
合（この状態をキャリアといいます）があります。キャリアになると慢性肝炎になることがあり、そのうち
一部の人では肝硬変や肝がんなど命に関わる病気を引き起こすこともあります。
◦ワクチンを接種することで、体の中にＢ型肝炎ウイルスへの抵抗力（免疫）ができます。
◦	免疫ができることで、一過性の肝炎を予防できるだけでなく、キャリアになることを予防でき、周りの人へ
の感染も防ぐことができます。
※予防接種を受けても、お子さんの体質や体調によって免疫ができないことがあります。

資料：厚生労働省

Ｂ型肝炎ワクチン

予防接種の種類 Ｂ型肝炎ワクチン

制 度 定期予防接種
（予防接種法に基づく予防接種） 任意予防接種

対 象 者 平成28年４月１日以降に生まれた０歳児

平成28年度に定期予防接種対象外の０歳～小学
６年生までの小児
（平成16年４月２日～平成28年３月31日生まれ）
★助成期間は平成29年９月末までの１年間限定
です

標 準 的 な
接 種 月 齢 と
接 種 間 隔

◦１回目：生後２か月
◦２回目：１回目から４週（中27日）以上の間隔をあけて接種 (生後3か月頃）
◦３回目：１回目から20週（中139日）以上の間隔をあけて接種 (生後7～8か月頃）
　（既に接種したことがある人は、その回数分を除く）

受けられない人 母子感染予防のため健康保険給付により接種した人は対象となりません

接 種 機 関 富田林医師会加入の指定医療機関（健康福祉課にお問い合わせください）

費 用 無料 １回あたり助成額　上限5,000円

手 続 き 方 法
（接種後）

◦	指定医療機関の窓口で一旦接種費用をお支払
いください。
◦	健康福祉課（保健センター１階）窓口へ①母
子手帳など接種が確認できるもの②領収書③
印鑑④振込先が確認できる通帳やカードなど
を持参し申請してください。
◦申請期限は接種された年度の年度末までです。

健康被害救済措置
厚生労働大臣が予防接種法に基づく定期予防接
種によるものと認定したときは、予防接種法に
基づく健康被害救済制度の対象となります。

健康被害が生じた場合には、「独立行政法人医薬
品医療機器総合機構法」に基づく救済に加え、「全
国町村会予防接種事故賠償補償保険」の対象と
なります。

「定期予防接種」追加、「任意予防接種費用助成」
拡大のお知らせ
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日
本
に
は
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
本
膳
料
理
・
会
席
料
理
・
懐
石

料
理
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
西
洋
料
理

で
言
う
と
、
ど
れ
も
フ
ル
コ
ー
ス
に
あ
た

り
ま
す
。違
い
を
見
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
本
膳
料
理

　

室
町
時
代
に
始
ま
っ
た
日
本
料
理
の
基

本
の
料
理
形
式
で
す
。
ま
た
、
そ
の
中
で

最
も
本
格
的
な
も
て
な
し
の
料
理
に
な
り

ま
す
。

　

本
膳
料
理
は
「
儀
式
」
と
し
て
の
意
味

合
い
が
強
い
の
が
特
徴
で
、
献
立
内
容
、

食
べ
方
、
服
装
な
ど
の
作
法
も
細
か
く
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
の
場
で
は
、
し
ば
し
ば
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
で
は
、

一
部
の
日
本
料
理
店
を
除
い
て
あ
ま
り
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

●
会
席
料
理

　

本
膳
料
理
が
廃
れ
て
、
簡
素
化
さ
れ
た

も
の
が
会
席
料
理
で
す
。
宴
会
や
結
婚
披

露
宴
な
ど
、
お
酒
を
楽
し
む
た
め
の
も
の

で
す
。

　

会
席
と
は
、
も
と
も
と
歌
や
俳
句
の
席

の
事
を
い
い
ま
す
。

　

献
立
は
、
一
汁
三
菜
（
吸
い
物
、
刺
身
、

焼
き
物
、
煮
物
）
が
基
本
で
、
揚
げ
物
、

蒸
し
物
、
和
え
物
、
酢
の
物
、
ご
飯
、
香

の
物
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

旅
館
や
料
亭
な
ど
で
出
さ
れ
る
日
本
料

理
と
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
会
席
料
理
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
懐
石
料
理

　

会
席
料
理
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
茶
道

の
形
式
に
則
し
た
食
事
の
こ
と
で
す
。

　

懐
石
と
は
、
寒
い
時
期
に
軽
石
な
ど
を

火
で
加
熱
し
た
も
の
や
、
温
か
い
こ
ん

に
ゃ
く
な
ど
を
布
に
包
み
、
懐
に
入
れ
る

暖
房
具
を
意
味
し
ま
す
。

　

懐
石
が
料
理
に
結
び
つ
く
経
緯
は
諸
説

あ
り
ま
す
。
現
代
で
は
茶
会
の
席
で
空
腹

の
ま
ま
刺
激
の
強
い
お
茶
を
飲
む
こ
と
を

避
け
、
美
味
し
く
味
わ
う
上
で
差
し
支
え

の
な
い
程
度
の
料
理
の
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

料
理
は
、
ご
飯
、
汁
物
が
最
初
に
提
供

さ
れ
ま
す
。
一
品
ず
つ
出
さ
れ
て
、
ゆ
っ

く
り
落
ち
着
い
て
食
べ
る
雰
囲
気
が
あ
り

ま
す
。
会
席
の
と
き
ほ
ど
の
賑
や
か
さ
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
料
理
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
や
マ

ナ
ー
が
あ
り
、
奥
が
深
く
、
歴
史
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
、
外
国
人
が

日
本
の
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
来
日
す
る

人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
会

に
、
私
た
ち
日
本
人
も
改
め
て
日
本
料
理

に
つ
い
て
学
ん
で
お
き
た
い
も
の
で
す
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

相　
　
　

談

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　

10
月
17
日（
月
）～
23
日（
日
）は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
が
、
次

の
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
、
国
・
府
・
市
町
村
の
仕
事
な
ど

で
、「
困
っ
た
」「
納
得
で
き
な
い
」「
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
の
相
談
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
時　

10
月
6
日（
木
）
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員　

葛
本　

徹
雄　
氏

　

ま
た
、
堺
市
や
大
阪
市
で
「
相
続
・
登
記
・

税
金
・
年
金
・
住
宅
な
ど
行
政
な
ん
で
も
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
当
日
は
、
各
機
関

か
ら
専
門
の
担
当
者
が
出
席
し
、
無
料
、
先

着
順
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
大
阪
合
同
行
政
相
談
所

日
時　

10
月
18
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

大
丸
心
斎
橋
店
本
館
７
階
特
設
会
場

○
堺
合
同
行
政
相
談
所

日
時　

10
月
19
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

泉
北
パ
ン
ジ
ョ
５
階
パ
ン
ジ
ョ
ホ
ー

ル〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
総
務
部　

行
政
相

談
課

　

☎
06（
６
９
４
１
）８
３
５
８

•

総
務
課

年
金
な
ん
で
も
相
談

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
証
や
年
金
手
帳
な
ど
、

記
号
番
号
や
加
入
脱
退
の
年
月
日
、
ま
た
は

過
去
の
履
歴
な
ど
が
分
か
る
も
の
を
持
参
す

れ
ば
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

日
ご
ろ
、
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
20
日（
木
）

•

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
健
康
相
談
室
）

•

午
後
１
時
～
３
時

　
（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
多
目
的
室
１
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
民
年
金
）

『
日
本
料
理
の
豆
知
識
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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お
知
ら
せ

農
業
に
関
す
る
相
談
は

農
業
委
員
会
へ

　

昨
年
度
の
農
地
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
転
用
・
所
有
権
の

移
転
な
ど
の
申
請
に
対
す
る
審
査
業
務
以
外

に
も
、
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
（
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
業
務

が
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
地
を
維
持
す
る
の
が
難
し
い
、
誰
か
に

農
地
を
貸
し
た
い
な
ど
、
農
地
・
農
業
に
関

す
る
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
農
業
委
員
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就
学
前
の
健
康
診
断

　

来
春
、
小
学
校
に
入
学
予
定
の
人
を
対
象

に
、
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
の
で
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
の
人
に
は
別
途

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

日
時　

10
月
31
日（
月
）
午
後
１
時
30
分
～

場
所　

赤
阪
小
学
校
・
千
早
小
吹
台
小
学
校

対
象
の
人　

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

農地の維持管理について
　最近、農地の維持管理についての苦情が相次いでいます。農
地に雑草が繁茂した状態となっている場所が見受けられます。
雑草を放置すると、近隣農地の耕作などに悪影響を及ぼし、迷
惑をかけることがあります。農地は草刈り・除草を行い、適正
な管理をお願いします。

〈問い合わせ〉農業委員会事務局（観光・産業振興課内）

　11月30日（水）まで公共交通実証運行
中です。
　平日のみの午前９時から午後５時ま
で、定路線方式とデマンド（予約）方
式を運行中です。
　実証運行停留所の森屋やいきいきサ
ロンやまゆり（小吹台）で路線バスに
乗り継ぐことで、富田林市や河内長野
市へのおでかけ利用ができます。

【お願い】10月以降、実証運行ご利用の人
を対象にアンケート調査を実施します。
回答にご協力ください。
●問い合わせ
　地域戦略室（公共交通に関すること）
　村社会福祉協議会（デマンド予約受付専用）

　☎�7622

氏　　　　名 担当地区
浦　　　京　一 吉年・小吹・中津原
岡　本　善　三 森屋
西　野　敏　彦 桐山・二河原辺
大　向　義　章 吉年・小吹・中津原
仲　野　直　實 全地区（桐山・二河原辺）
大　橋　　　隆 上東阪・下東阪・千早
川　邊　　　淸 水分・川野辺
山　形　研　介 全地区（上東阪・下東阪・千早）
山　本　清　一 水分・川野辺
森　口　健　正 水分・川野辺
植　野　茂　男 森屋
矢　倉　喜代治 上東阪・下東阪・千早
新　谷　佳　三 桐山・二河原辺
仲　野　清　秀 全地区（森屋）
木ノ本　雅　伸 吉年・小吹・中津原

公共交通実証運行

◆
一
般
書

津
軽
双
花�

（
葉
室
麟
）

行
方�

（
春
口
裕
子
）

ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら�

（
有
川
浩
）

大
沼
ワ
ル
ツ�

（
谷
村
志
穂
）

お
お
あ
た
り�

（
畠
中
恵
）

ラ
ス
ト
ナ
イ
ト�

（
薬
丸
岳
）

三
舟
、
奔
る
！�

（
仁
木
英
之
）

彼
女
の
家
出�

（
平
松
洋
子
）

風
を
繡
う�

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

敗
者
烈
伝�

（
伊
東
潤
）

落
陽�

（
朝
井
ま
か
て
）

吉
野
の
霧　

太
平
記�

（
桜
井
好
朗
）

恋
す
る
ハ
ン
バ
ー
グ�

（
山
口
恵
以
子
）

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ソ
ウ
く
ん
の
戦
争

�

（
黒
柳
徹
子
）

月
刊
「
小
説
」�

（
松
波
太
郎
）

い
つ
も
お
ま
え
が
傍
に
い
た

�

（
今
井
絵
美
子
）

さ
か
な
ク
ン
の
一
魚
一
会

�

（
さ
か
な
ク
ン
）

花
森
さ
ん
、
し
ず
こ
さ
ん
、
そ
し
て
暮

ら
し
の
手
帖
編
集
部�

（
小
榑
雅
章
）

　
　◆
児
童
書

キ
ャ
ベ
た
ま
た
ん
て
い
か
ら
く
り
に
ん
じ
ゃ

や
し
き
の
な
ぞ�

（
三
田
村
信
行
）

ね
ず
み
く
ん
と
お
ば
け�

（
上
野
紀
子
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
ケ
！
の
ひ
み
つ

江
戸
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル

水
不
足
の
サ
バ
イ
バ
ル
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村
民
大
学
英
会
話
講
座（
後
期
）

受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
英
会
話
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

開
講
日　

11
月
８
日
、
22
日
、
12
月
６
日
、

20
日
、
平
成
29
年
１
月
10
日
、
24
日
、
２
月

７
日
、
21
日
、
３
月
７
日
、
21
日
（
全
日
火

曜
日
）

時
間　

午
後
７
時
～
８
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
視
聴
覚
室

対
象　

村
内
在
住
、
在
勤
者

内
容　

日
常
会
話
を
学
び
ま
す
。
英
語
が
話

せ
な
い
、
昔
の
勘
を
取
り
戻
し
た
い
人
、
大

歓
迎
！

費
用　

１
回
３
０
０
円
（
当
日
頂
き
ま
す
）

定
員　

20
人
（
抽
選
）、
11
月
～
平
成
29
年

３
月
通
し
て
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｔ　

Ｌ

ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ　

Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
）と

し
て
、
村
立
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
に

勤
務
し
て
い
る
ガ
ー
ナ
共
和
国
出
身
の
ノ

ア
・
エ
ン
ク
ル
マ
・
ア
ダ
サ
先
生

応
募
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
に
て
受

付
。
人
数
が
多
い
場
合
は
抽
選
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

10
月
28
日（
金
）
午
後
５
時
ま
で

　

教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０　

�
１
４
０
０

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
受
験
資
格

•

社
会
福
祉
事
務
職
（
大
学
卒
程
度
）

　

�

昭
和
52
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
人（
採
用
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
可
）

募
集
人
数　

１
人

採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

試
験
日　

第
一
次
試
験　

11
月
13
日（
日
）

受
付
期
間

10
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他

•
�

試
験
要
綱
・
申
込
書
は
、
村
立
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
付
し

ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

10
月
28
日（
必
着
）ま
で
に
履
歴
書
に
写
真

を
貼
符
し
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
場所　くすのきホール　
定員　50人（各回・先着順）
費用　１回400円
受付　随時　※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　途中からの参加可能。村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�1300　※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

平成28年度村民大学歴史講座、今後の開講予定
後期（第５回～第９回）「地域の中の博物館」午後２時から４時

回 講座日 タイトル 講　　師

５ 10月５日（水） 水平社運動の軌跡
―なぜ御所の地で活動が始まったのか、水平社とはなにか？―

水平社博物館学芸員
佐々木　健太郎　氏

６ 11月９日（水） 観光資源としての博物館 大阪大谷大学名誉教授
中村　浩　氏

７ 12月２日（金） 地域のマーケティング
～博物館と来訪者の視点から～

神戸山手大学教授
森山　正　氏

８ 12月14日（水） ミュージアムを楽しむ
～行ってみたくなるようなミュージアムを紹介します～

阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

９ 平成29年
１月18日（水）

地域の中の博物館
～村立郷土資料館30年の歩み～ 村文化財担当職員
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社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集

　

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
活
動
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
主
財
源（
会
費
）の
確

保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温

か
い
心
が
、社
協
の
福
祉
活
動
を
支
え
ま
す
。

○
賛
助
会
費
（
個
人
）

　

一
口　

５
０
０
円

○
特
別
会
員
（
法
人
・
事
業
所
な
ど
）

　

一
口　

３
，
０
０
０
円

○ 

組
織
構
成
会
員
（
社
協
の
運
営
に
参
加
す

る
団
体
）

　

一
口　

５
，
０
０
０
円

ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
サ
ポ
ー
ト
薬
局
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　

献
血
サ
ポ
ー
ト
薬
局
と
は
、
献
血
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
広
め
た
り
、
食
生
活
の
相

談
を
す
る
こ
と
で
健
康
を
維
持
し
、
献
血
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
薬
局
で
す
。

　

献
血
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
認
定
マ
ー
ク
を
掲
示
し
て
い
る
薬
局
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
具
体
的
な
薬
局
名
や
場
所
に
つ
い

て
は
、
各
献
血
会
場
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
村
献
血
推
進
協
議

会
ま
た
は
（
一
社
）
富
田
林
薬
剤
師
会
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

千
早
赤
阪
村
献
血
推
進
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

•

（
一
社
）富
田
林
薬
剤
師
会　

健
康
堂
薬
局

　

☎
㉙
１
３
６
７

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
が
あ
り
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

の
月
々
の
保
険
料
は
１
万
６
２
６
０
円
で
す
。

　

今
年
度
の
下
半
期
分（
10
月
～
平
成
29
年

３
月
分
）の
保
険
料
を
10
月
31
日（
月
）ま
で

に
前
納
す
る
と
、保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

下
半
期
分
の
保
険
料
を
前
納
で
納
め
る
場

合
は
、
前
納
用
の
納
付
書
で
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

前
納
用
の
納
付
書
が
な
い
と
き
は
、
年
金

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

　

法
の
日
週
間

日
時　

10
月
５
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

大
阪
地
方
裁
判
所　

本
館
２
階

　
　
　

大
会
議
室

参
加
費　

無
料

内
容　

第
１
部
知
的
財
産
権
と
は　

第
２
部

特
許
権
、
商
標
権
入
門　

第
３
部
日
常
生
活

に
見
る
著
作
権

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

電
話
に
よ
る
申
し
込
み　

　

大
阪
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
方
法
係

　

☎
06（
６
３
１
６
）２
６
１
９

　
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　

定
員
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。　

　

所
得
税
お
よ
び
相
続
税
、
ま
た
は
経

理
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

○
日
程　

10
月
18
日（
火
）

　
　
　
　

11
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

12
月
16
日（
金
）

○
時
間　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
１
人
30
分
程
度
）

○
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支
部
事
務
局

　

�

☎
㉕
６
２
５
０
（
月
～
金
曜
日　

午

前
９
時
～
午
後
４
時
）

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　
「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る
国

民
助
け
あ
い
の
共
同
募
金
運
動
が
、
10

月
1
日
か
ら
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。

　

共
同
募
金
は
、
社
会
福
祉
法
で
「
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
募
金
運

動
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
都

道
府
県
ご
と
に
募
金
運
動
を
展
開
し
、

地
域
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
の
支

援
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
募
金
は
、
大
阪
府
共
同
募
金
会

配
分
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
配
分
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金
に
ご
協
力
を
！！

毎月納付の
納付額

（６か月分）

前納した場合の
納付額

（６か月分）

定額保険料 9 7 ，5 6 0 円 9 6 ，7 7 0 円
（割引額）7 9 0 円

４分の３納付
（４分の１免除） 7 3 ，2 0 0 円 7 2 ，6 1 0 円

（割引額）5 9 0 円

半額納付
（半額免除） 4 8 ，7 8 0 円 4 8 ，3 8 0 円

（割引額）4 0 0 円

４分の１納付
（４分の３免除） 2 4 ，4 2 0 円 2 4 ，2 2 0 円

（割引額）2 0 0 円

大阪府赤十字血液センター

大阪府赤十字血液センターが協力を
依頼した献血相談のできる薬局です

無料です
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な
く
そ
う
部
落
差
別
調
査
！

10
月
は「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に

係
る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す
る
条

例
」啓
発
推
進
月
間

　
「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査
等

の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
は
、
部
落
差
別

事
象
の
発
生
を
防
止
し
、
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
、
部
落
差
別
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
の
あ
る
個
人
お
よ
び
土
地
に
関
す
る
事

項
の
調
査
、
報
告
な
ど
の
行
為
を
規
制
し
て

い
ま
す
。

「
差
別
に
つ
な
が
る
個
人
調
査
や
土
地
調
査

の
依
頼
は
し
な
い
！！
」

「
依
頼
が
あ
っ
て
も
調
査
報
告
は
し
な
い
！！
」

　

こ
の
条
例
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ

き
、
差
別
の
な
い
人
権
の
尊
重
さ
れ
た
社
会

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
戸
籍
・
住
民
票
は
、
原
則
と
し
て

本
人
以
外
は
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
が
職

務
目
的
で
入
手
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
委
任
状
の
偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正
取
得

は
違
法
行
為
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
府
民
文
化
部
人
権
局

　

人
権
擁
護
課

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
２
８
２

第
10
回
フ
ェ
ス
タ
人
権 

in 

錦
織

　

第
68
回
人
権
週
間
に
お
け
る
人
権
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

と
高
揚
を
図
る
た
め
、
富
田
林
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
「
第
10
回
フ
ェ
ス
タ
人
権
in

錦
織
」
を
開
催
し
ま
す
。

★
先
着
４
０
０
人
に
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

★
抽
選
会（
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。）

日
時　

10
月
23
日（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

１
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

大
阪
府
営
錦
織
公
園
や
ん
ち
ゃ
の
里

受
付　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

公
園
入
口
３
か
所
に
て

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

富
田
林
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

☎
㉓
４
４
３
０

•

大
阪
法
務
局
富
田
林
支
局

　

☎
㉓
２
７
２
７

•

住
民
課
（
人
権
）

「
出
会
え
マ
ス
～
恋
活
～
」

地
域
限
定
恋
活
パ
ー
テ
ィ
ー

　

一
般
社
団
法
人
富
田
林
青
年
会
議
所
が
主

催
と
な
り
、
地
域
限
定
恋
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日（
土
）
午
前
10
時
15
分
～

午
後
２
時
45
分（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
）

場
所　

千
早
川
マ
ス
釣
場
（
千
早
赤
阪
村
大

字
千
早
１
２
６
２-

４
）

対
象　

千
早
赤
阪
村
・
河
南
町
・
太
子
町
・

富
田
林
市
・
大
阪
狭
山
市
在
住
の
25
～
40
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
独
身
者
（
男
女
と
も
）

※�

女
性
に
限
り
、
右
記
の
周
辺
地
域
の
在
住

者
も
対
象

内
容　

ト
ー
ク
タ
イ
ム
、
マ
ス
釣
り
ゲ
ー
ム

の
後
は
、
地
元
の
名
産
品
を
使
っ
た
料
理
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
大
自
然
の
中
で
開
放
的

に
男
女
が
出
会
い
、
交
流
で
き
る
場
を
提
供

し
ま
す
。

定
員　

50
人
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費
用　

男
性
３
千
円
、
女
性
２
千
円

〈
申
し
込
み
〉
10
月
30
日（
日
）ま
で
に
、
一
般

　

�

社
団
法
人
富
田
林
青
年
会
議
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

　

http://w
w
w
.tondabayashi-jc.org/

※�

申
し
込
み
が
定
員
を
大
幅
に
上
回
っ
た
場

合
は
、
早
め
に
締
め
切
り
ま
す
。

※�

応
募
者
に
は
11
月
１
日（
火
）に
連
絡
し
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�
一
般
社
団
法
人
富
田
林
青
年
会
議
所
事
務

局

　

☎
㉔
１
２
３
１
（
月
・
水
・
金
曜
日　

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
）

養
蜂
の
話
と
蜜
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル

づ
く
り

　

ミ
ツ
バ
チ
に
つ
い
て
養
蜂
家
に
話
を
聞
い

た
後
、
蜜
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
す
。

日
時　

10
月
23
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階

　
　
　
（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

20
人
（
要
申
し
込
み
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
込
）

持
ち
物　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

講
師　

東　

政
広　
氏
（
東
養
蜂
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/�

条例啓発
シンボルマーク
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Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る
電
気
機
器
を

使
用
又
は
保
管
し
て
い
な
い
か
点
検
を

行
っ
て
く
だ
さ
い（
事
業
所
対
象
） 

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
（
変
圧
器
、
コ

ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
を
除
く
照
明
用
安
定
器

な
ど
）
を
使
用
又
は
保
管
し
て
い
る
と
き
は

法
律
に
基
づ
き
届
出
が
必
要
で
す
。
事
業
所

の
電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉
庫
な
ど
を

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の
有
無
は
大
阪
府
を
は
じ
め

機
器
メ
ー
カ
ー
や
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事

業
（
株
）（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。も
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
は
、直
ち
に
届
け
出
を
行
う
と
と
も
に
、

適
正
に
保
管
、処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
な
ど
は
通
常
の

産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
不
法
投
棄
や
不
適
正
な
方
法
で
処
分
し

た
場
合
は
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
厳
し
く

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
大
阪
府
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

大
阪
府
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）

廃
棄
物
保
管
者
の
皆
様
へ
」

http://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/jigyoshoshido/

pcb/Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
保
管
さ
れ

て
い
る
人
へ
」

http://www.jesconet.co.jp/custom
er/index.

htm
l

〈
問
い
合
わ
せ
〉大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
環

　

�

境
管
理
室
事
業
所
指
導
課
調
整
グ
ル
ー
プ

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

史
跡
探
訪
「
下
赤
坂
の
ん
び
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

収
穫
の
秋
、
下
赤
坂
を
の
ん
び
り
散
策
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
22
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
小
雨
決
行
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
50
分

集
合
場
所　

村
立
郷
土
資
料
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

大
人
５
０
０
円

　
　
　

小
人
３
０
０
円
（
入
館
料
含
）

持
ち
物　

弁
当
・
お
茶
・
雨
具
な
ど

行
程　

�

資
料
館
→
下
赤
坂
城
跡
・
棚
田
（
昼

食
）
→
寄
手
塚
・
身
方
塚
→
御
旅
所

古
墳
→
金
山
古
墳
（
河
南
町
）
→
資

料
館

＊
約
５
㎞
の
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

＊
天
候
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
変
更
有
り

（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

☎
�
１
５
８
８

福
祉
施
設
の
お
仕
事
・
事
業
所

見
学
会

日
時　

10
月
19
日（
水
）
午
後
１
時
50
分

　
　
　
（
現
地
集
合
）

場
所　

社
会
福
祉
法
人
富
美
和
会
（
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
Ｎ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ｉ
）

（
富
田
林
市
錦
織
南
二
丁
目
１
番
１
号
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　

☎
�
３
０
８
１（
41
＃
）

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

日
時　

10
月
25
日（
火
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

内
容

①�

講
義
「
地
域
の
福
祉
制
度
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
」

②�

講
義
「
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
就
労

支
～
働
く
こ
と
・
働
き
続
け
る
こ
と
～
」

場
所　

富
田
林
保
健
所
２
階
講
堂

　
　
　
（
富
田
林
市
寿
町
３-

１-

35
）　　

対
象　

富
田
林
保
健
所
管
内
在
住
者

　
　
　
（
先
着
20
名
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

富
田
林
保
健
所
地
域
保
健
課

（
精
神
保
健
福
祉
チ
ー
ム
）
☎
㉓
２
６
８
４
へ

電
話
に
て
申
し
込
み

締
め
切
り　

10
月
18
日（
火
）��

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
を
管
理
さ
れ
て
い
る
人
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
と
別
に
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
く

定
期
検
査
を
毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
浄
化
槽
が
適

正
に
管
理
さ
れ
、
適
切
な
水
質
の
放
流
水
を

流
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
検
査

で
、
大
阪
府
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る

一
般
社
団
法
人
大
阪
府
環
境
水
質
指
導
協
会

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
保
健
所　

衛
生
課

　

☎
㉓
２
６
８
２

〈
検
査
申
し
込
み
〉
一
般
社
団
法
人
大
阪
府

　

環
境
水
質
指
導
協
会　

　

☎
０
７
２（
２
５
７
）３
５
３
１

『
大
阪
府
最
低
賃
金
』改
正
の

お
知
ら
せ

時
間
額　

８
８
３
円

　
　
　
　
（
10
月
１
日（
土
）発
効
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
06（
６
９
４
９
）６
５
０
２
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全国高等学校軟式野球選手権大会

　大阪府立河南高等学校軟式野球部が「第61回全国
高等学校軟式野球選手権大会大阪大会」で優勝し、
東阪地区の大橋洋輝くん（３年）・峯上颯太くん（２
年）の２選手が全国大会に出場しました。
　大会前には表敬訪問のため来庁し、村長から熱い
エールが贈られました。
　全国大会では残念ながら退敗となりましたが、２
選手にとっては素晴らしい経験になりました。

南河内ビュースポットツアー
　村では、国内外に村の魅力をＰＲするために民間団体
等にも参画いただいた「金剛山（こごせ）の里ツーリズ
ムビューロー」を設立し、さまざまな事業を展開してい
ます。
　８月27日には、６か国（インド・タイ・中国・ドイツ・
パキスタン・ロシア）から領事をはじめ領事館関係者を
お招きし、金剛山ロープウェイ・香楠荘、ちはや星と自
然のミュージアムや下赤阪の棚田を案内しました。当日
はビュースポットツアーにふさわしい澄み切った景色が
見られ、村の魅力を存分に楽しんでいただきました。

避 難 訓 練
　９月５日、こごせ幼稚園において地震を想定
した避難訓練が行われました。
　村の警報が聞こえ、園内に避難指示が放送さ
れてから、担任の先生と一緒に小学校の運動場
へ避難整列するまで２分もかかることなく、全
員無事に点呼を終えました。
　園では、地震のほかに火災、防犯などの避難
訓練も行っています。
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・近況は・・・
　近畿大学経営学部で、ビジネスのことやマネ
ジメントのことを勉強しています。
ＳＥ支援員として、村立中学校で中学生の学習
の補助もさせていただいています。
・趣味は・・・
　映画鑑賞とカラオケです。ホラー映画以外は
友達とよく観に行きます。
・夢は・・・
　たくさんあるので、今しぼり込んでいるとこ
ろです。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　夏休みに地元の友達とたくさん遊べたことです。
　バーベキューをしたり、ボーリングやカラオ
ケに行ったりしました。
　久しぶりに会えた子もいたので楽しかったです。
・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・
　毎年、棚田のライトアップを楽しみにしてい
るので、これからもずっと続けてほしいと思っ
ています。
・次号は・・・
　中学校の同級生の住野　真紀さんです。
・住野さんへメッセージを・・・
　成人式で会えるのを楽しみにしています。

東阪　 大  橋 　 勇  輝 さん
＜19歳　うお座＞

YukiOhashi…

「下赤阪の棚田」
保全活動

　下赤阪の棚田では「下赤阪棚田の会」を結成し、年間
を通して保全活動が行われています。
　８月28日には、棚田ふるさとファンクラブと㈱新生
フィナンシャルのボランティアの皆さんによる草刈やコ
スモスの種まき作業が行われました。
　11月12日（土）開催予定の「金剛山の里　棚田夢灯り＆収
穫祭2016」の頃には満開の花を添えてくれることでしょう。

小吹台　いのうえ　さや　ちゃん
（　井　上　菜　埜　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年11月29日生まれ

� いのうえ　みなと　ちゃん
（　井　上　湊　浬　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年11月６日生まれ

� いのうえ　かいり　くん
（　井　上　魁　力　）

　　　　　　　　　　　　　　平成27年12月14日生まれ
３人とも、仲良く元気にいつまでも

　父・昌憲さん　母・葵さん

１歳の時、初め
て錦織公園に
行った時の写
真です。

299
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療
内科・歯科

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査
10月12日㈬

午後１時
～１時10分 平成27年１月～３月生

３歳６か月児健康診査 午後１時45分
～１時55分 平成25年１月～３月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

10月21日㈮

午後１時
～１時15分 平成26年７月～９月生

歯 科フォロー 健 診

1歳6か月・2歳フォロー
午後１時45分

～２時 １歳６か月・２歳・３歳６
か月児健診で虫歯になり
やすいと判定された幼児3歳6か月フォロー

午後２時15分
～２時30分

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

10月３日・17日・
24日・31日・
11月７日㈪
10月11日㈫

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

10月19日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前の乳
幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの乳幼児
と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分 １歳頃までの乳幼児の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保健師こころの相談 10月14日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題など
法律相談を希望する人
（同日に身体やこころの相
談も行います）

個別健 康 栄養相談 10月28日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

歯 科 衛 生 士による
個 別 歯 科 相 談 10月24日㈪

午後２時
～３時30分

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯に関
する相談を希望する人

保健師による健康相談
（電話・来庁） 10月25日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相
談を希望する人

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

10月４日（火）・
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
11月１日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

10月５日（水）
11月２日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

10月13日（木）
　　27日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 10月20日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 10月26日（水）

各地区ミゼット車 10月18日（火）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 10月28日（金）予定

千早、東阪、中津原 10月31日（月）予定

心配ごと 10月６日（木）
11月はありません

児　　童 10月６日（木）
11月はありません

行　　政 10月６日（木）
11月はありません

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,529人（－13）
　男　　2,627人（－７）
　女　　2,902人（－６）
世帯数　2,355戸（＋１）

８月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課


